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｡,いま上-f2,1T.1n4諾 (A:upper-cutoffof-0-entu- )の対数発散項 を示すo
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臨界振幅比Rxの1/n展開による0(1/n2)の計算′■′





R!,-1-9E 6+乙嬰 +o(1/n3)a n
(3.3一)のγとして1/n展開の結果 l)を使 うと,次の結果が導かれる.
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の係数がcomparableなため,及び抽 展開のγの値が n-1,2では 1以下になるため1)
n-1,2の結果は満足すべきものではない｡だがn-3程度だと,信頬度も増し,他の
方法と比較 し得る結果が得 られる｡下に結果 をまとめておく｡
n Rxa Rxb Rxc Rx(average) Rxs Rx(n-3)
3 1.02 1.20 1.39 1.20±0.15 1.02 1/n 1.20±0.15
4 0.91 0.98 1.10 1.00±0.08 - e 1.33±0.01
10 0.89 0.89 0.90 0.89±0.005 - Series 1.23















出 浦 一 夫
近年,臨界現象に於ける不純物効果の問題が,注目されるようになった｡ここでは,
不純物効果の問題 として,WeaklyRandomspinsystemの1/n展開について述べる.
取 ｡扱 うモデルは,′､ミル トニアンが,-β-y-与 ∑KL,(i-aPと)(1-aP,)ol(-)
0,(Tn)+h∑(1-aP乙)ol(,a)で与えられる古典的 n-vectormodelとし,そのquenched
caseを考えるO (Pl:randomparameter, Pl-P,a:smalparameter)このノ､ミル トニ
ァンにより,通常の1/n展開の方法を実行するoここで,n--,0(a2)までの状態方
程式はすでに求められていて,1)2)その結果,ランダムネスは,臨界指数に寄与 しないこと
がわかっている｡そこで, n--,0(a3),o(1/n,a2)までの指数を計算してみた.鰭
果は,n--,0(a2)の場合と同様に臨界指数-のランダムネスの寄与はない.まず,
a-∞.o(a3)あるい払 0(1/n,a2)までの状態方程式および相関関数を求める｡
n-∞,o(a3)では,
状態方程式
K-(pureな時の項,-# a2k∑鮒 -E3a3.Kl･K2}
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